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学
校
の
風
景

「サルビアの苗植え」玉川中学校 「総合的な学習の時間」玉川中学校

「楽しく野菜の種まき」玉川第一小学校 「前を向いての給食」須釡小学校

「トンネルを作
ったよ」認定こ

ども園クックの
森

（2）令和２年７月９日 議 会 だ よ り



※金額は万円未満切捨

大
和
田
議
員

問　

衛
生
費
、
消
耗
品
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長

答　
備
蓄
用
マ
ス
ク
及
び
、

消
毒
液
の
購
入
。

［
質
　
疑
］

専決処分の承認一般会計補正予算

第２回  臨時会 １億9,791万円追加

大
和
田
議
員

問　

災
害
復
旧
費
、
１
億

４
２
４
５
万
円
の
金
額
で
工

事
を
行
う
と
、
全
て
の
工
事

が
完
了
す
る
の
か
。
も
し
く

は
、
後
に
補
正
予
算
が
あ
る

の
か
。

地
域
整
備
課
長

答　

昨
年
査
定
を
受
け
た

箇
所
の
工
事
費
で
、
今
後
、

行
政
区
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
補
助
災
害
に
は
該
当
し

な
い
が
、
補
正
予
算
を
計
上

す
る
。

石
井
議
員

問　

農
業
用
施
設
災
害
復

旧
工
事
は
、
14
件
が
入
札
決

定
し
た
が
全
体
の
何
パ
ー
セ

ン
ト
か
。

地
域
整
備
課
長

答　

件
数
で
示
す
と
、
公

共
土
木
災
害
復
旧
14
件
、
農

地
災
害
15
件
、
農
業
用
施
設

（
水
路
８
件
、
揚
水
機
４
件
、

道
路
４
件
、
た
め
池
１
件
）

等
の
合
計
１
１
７
件
。
発
注

91
件
で
77
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
。

衛生費 259万円

農業用施設災害復旧工事費
5,183万円

第2回臨時会は4月30日に開催され、村から提案された専決処分1件、
契約の締結4件を審議し、全て原案どおり承認、可決しました。
※審議議案一覧は6ページをご覧ください。

（3） 令和２年７月９日議 会 だ よ り



問　

分
割
で

き
る
工
事
を
、

一
括
発
注
し

た
訳
は
。

教
育
課
長

答　

工
期
の

完
了
、
工
程

管
理
を
考
慮

し
た
結
果
。

小
林
議
員

問　

工
事
の

予
定
価
格
の

事
後
公
表
は

で
き
な
い
か
。

玉川村給食センター
調理機器購入費
1億1,715万円

玉川中学校改修工事費
8,492万円

～
各
種
契
約
内
容
～

小
林
議
員

問　

玉
川
中
学
校
改
修
に

つ
い
て
指
名
業
者
に
村
内
業

者
が
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
課
長

答　

建
設
協
力
会
と
事
前

に
相
談
し
、
工
事
の
規
模
等

か
ら
厳
し
い
と
の
こ
と
。

小
林
議
員

消防搭載車及び、小型動力
ポンプ購入費（蒜生分団、中分団）
1,870万円

給食センター工事費
4億1,470万円

総
務
課
長

答　

今
後
、
近
隣
の
状
況

を
考
慮
し
て
、
公
表
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

小
林
議
員

問　
落
札
率
は
。

教
育
課
長

答　
88
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
。

小
林
議
員

問　

調
理
機
器
購
入
に
つ

い
て
保
証
期
間
及
び
、
保
証

書
は
あ
る
か
。

教
育
課
長

答　

メ
ー
カ
ー
保
証
、
保

証
書
は
あ
る
と
思
う
。

（4）令和２年７月９日 議 会 だ よ り



小
林
議
員

問　

特
別
定
額
給
付
金
の

総
戸
数
と
、
人
数
、
27
日
現

在
の
支
給
率
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
は
あ
っ
た
か
。

健
康
福
祉
課
長

答　

対
象
世
帯
２
２
２
９

戸
、
人
数
６
６
２
７
名
、
５

月
28
日
現
在
５
５
７
７
名
に

支
給
。
支
給
率
84
％
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
は
数
件
あ
り
。

処
理
は
完
了
済
み
。

大
和
田
議
員

問　

申
請
に
当
た
り
本
人

確
認
の
書
類
は
、
写
真
の
あ

る
も
の
は
１
枚
、
無
い
も
の

は
２
枚
、
問
題
は
な
か
っ
た

か
。
ま
た
、
申
請
期
限
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う
対
応
す

［
質
　
疑
］

る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

答　

国
の
資
料
で
、
写
真

の
無
い
も
の
で
も
一
種
類
で

よ
い
こ
と
を
確
認
し
た
た

め
、
問
題
な
く
対
応
し
て
い

る
。
期
限
は
国
か
ら
３
ヶ
月

と
指
示
さ
れ
、
玉
川
村
は
８

月
中
旬
ま
で
な
の
で
、
未
申

請
の
方
に
は
一
か
月
前
に
は

通
知
を
す
る
。

小
林
議
員　

問　

商
工
振
興
費
４
３
６

６
万
円
は
商
工
会
か
ら
の
要

請
、
要
望
に
よ
る
も
の
か
。

商
工
会
員
数
、
村
内
事
業
者

数
は
。

産
業
振
興
課
長

答　

商
工
会
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
、
予
算
編
成
し
た
。
商
工

会
員
は
約
２
０
０
名
、
村
内

事
業
者
は
、
商
工
会
に
加
盟

し
て
い
な
い
方
も
含
め
て
、

約
３
０
０
事
業
所
。

小
林
議
員

問　

商
工
会
員
に
限
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

産
業
振
興
課
長

答　
事
業
所
会
員
２
０
０
、

会
員
以
外
１
０
０
。
申
請
は

平
等
に
扱
う
。

大
和
田
議
員

問　

事
業
収
入
が
報
告
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど

れ
位
減
少
し
て
い
る
の
か
。

各
対
策
事
業
の
上
限
が
決
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
過

は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た

の
か
。

産
業
振
興
課
長

答　

減
少
額
に
つ
い
て
報

専決処分の承認

第３回  臨時会
　６億8,021万円追加

一般会計補正予算
　１億3,401万円追加

　  一般会計 53億6,612万円

　  一般会計 55億14万円

特別定額給付金補助金
６億６,２７０万円

商工振興費
４,３６６万円

告
は
な
い
が
、
商
工
会
が
調

査
し
、
横
ば
い
が
34
％
。
半

分
が
41
％
。
半
分
以
下
が

24
％
の
報
告
を
受
け
た
。
各

支
援
の
上
限
は
、
各
町
村
を

調
べ
て
決
定
し
た
。

塩
澤
議
員

問　

商
工
会
以
外
の
影
響

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長

答　

農
業
関
係
は
上
が
っ

て
い
な
い
。

大
和
田
議
員

問　

補
助
金
を
早
く
出
す

た
め
、
商
工
会
の
事
務
処
理

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

答　

事
務
処
理
は
、
商
工

会
が
進
め
る
が
、
連
携
し
て

対
応
す
る
。
議
決
さ
れ
れ
ば

直
ぐ
に
対
応
す
る
。

第３回臨時会は5月28日
に開催され、村から提案
のあった専決処分1件、
補正予算1件を審議し、
全て原案どおり承認、可
決しました。
※審議議案一覧は、6
ページをご覧ください。

（5） 令和２年７月９日議 会 だ よ り



（6）令和２年７月９日 議 会 だ よ り

玉川村議会

玉川村議会

（令和2年5月28日開催）

一般会計補正予算（第３号）から
ピックアップ

（令和2年4月30日開催）

第３回臨時会

第２回臨時会
審議議案一覧　　全会一致で賛成の場合は個別の賛否は省略します。

議案番号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第29号 専決処分の承認 承認 歳入歳出それぞれ 1 億 9,791 万円を増額し、
予算の総額を 46 億 8,591 万円とする。

議案第30号 消防小型動力ポンプ積載車及び小型動力ポ
ンプ売買契約の締結 可決 消防小型動力ポンプ積載車 2 台及び小型動

力ポンプ 2 台の購入

議案第31号 玉川村給食センター新築工事請負契約の締結 可決
須釜小学校校庭西側に給食センターを新築
するもの。令和 3 年度当初からの給食の提
供を予定。

議案第32号 玉川中学校大規模改修工事請負契約の締結 可決
校舎、屋内運動場の内壁外壁の塗装、普通
教室等のクロスの張替え及び内壁の塗装な
ど。

議案第33号 玉川村給食センター調理機器売買契約の締結 可決 新築の給食センターの備える調理器具の購
入

審議議案一覧　　全会一致で賛成の場合は個別の賛否は省略します。
議案番号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第34号 専決処分の承認 承認 歳入歳出それぞれ 6 億 8,021 万円を増額し、
予算の総額を 53 億 6,612 万円とする。

議案第35号 令和２年度玉川村一般会計補正予算（第３号） 可決 歳入歳出それぞれ 1 億 3,401 万円を増額し、
予算の総額を 55 億 14 万円とする。

■お詫びと訂正
　議会だよりたまかわNo.１５９の７ページ「令和2年度予
算可決」の見出しにおいて、数字の誤りがありました。
　お詫びして、下記のとおり訂正いたします。
（正）一般会計４４億８,８００万円
（誤）一般会計４８億８,０００万円

ハナショウブ（中地区）

小中学校
ネットワーク環境
強化工事費
5,346万円
Wi-Fi や高速回線を整備し
ICT（情報通信技術）を活用
した学習環境をつくります。



　
令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
改
選
後
初
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
で
６

月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
長
よ
り
報
告
４
件
、
議
案
27
件（
条
例
の
制
定
、
条
例
の
一
部

改
正
、
工
事
請
負
契
約
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
旧
四
辻
分
校

観
光
交
流
拠
点
整
備
請
負
契
約
、
農
業
委
員
の
人
事
な
ど
）が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
議
案
が
１
件
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
を
問
い
ま
し
た
。

あらまし

　 　繰越明許とは
　何らかの事情でその年度内に支出を終了
することができない経費について、特別に、
翌年度１年間に限り繰越して使用すること
ができるもの。

　　 事故繰越しとは
　予想し得なかった止むを得ない事由に
よって事業の執行が遅れ、年度内に支出が
できず、繰越す経費。

　

令
和
元
年
度
で
事
業
が
完
了
せ

ず
、
年
度
内
に
そ
の
支
出
が
終
わ

ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
で
、

一
般
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業

会
計
、
上
水
道
事
業
会
計
の
３
件

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
15
事
業
中
９

事
業
が
令
和
元
年
台
風
19
号
災

害
復
旧
関
連
で
繰
越
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
震
災
対
策
農
業
水
利
施

設
整
備
事
業
（
竜
崎
：
三
ツ
池
）

が
事
故
繰
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

令和元年度から繰越した事業（一般会計）

どちらも
議会への
報告が必要

（単位：千円）

繰
越
明
許
・
事
故
繰
越
し

費目 事　業　名 繰越額
財　源　内　訳

既収入
特定財源

未収入特定財源
一般財源

国県支出金 地方債 その他

民 生 費
※災害等廃棄物処理事業 188,170 - 97,930 79,100 - 11,140
※玉川村生活再建支援事業 12,715 12,715 - - - -

農林水産業費

※強い農業・担い手づくり総合支援事業 434,228 - 393,263 - - 40,965
※農地災害復旧事業 1,722 - - - - 1,722
農業水路等長寿命化・防災減災事業 3,300 - 3,000 - - 300
森林再生事業 81,658 - 62,868 - - 18,790

土 木 費
道路整備事業 5,000 - - - - 5,000
社会資本整備総合交付金事業 73,233 - 37,781 31,300 - 4,152

教 育 費
中学校大規模改修工事 98,676 - 44,457 42,800 - 11,419
給食センター整備事業 625,895 142,900 93,273 67,900 - 321,822

災害復旧費

※現年単独災害復旧事業 12,000 - - 12,000 - -
※公園等災害復旧事業 4,594 - 1,870 1,800 - 924
※農業用施設等補助災害復旧事業 109,365 43,047 50,189 2,900 801 12,428
※農地等小災害復旧工事 16,000 - - 12,300 240 3,460
※防災行政無線災害復旧事業 9,470 69 - 9,300 - 101

合　　　計 1,676,026 198,731 784,631 259,400 1,041 432,223
※令和元年台風19号復旧関連事業

令
和
２
年 

６
月
定
例
会

（7） 令和２年７月９日議 会 だ よ り



令和元年度から繰越した事業（農業集落排水事業会計） （単位：千円）

費目 事　業　名 繰越額
財　源　内　訳

既収入
特定財源

未収入特定財源
一般財源

国県支出金 地方債 その他

事 業 費 地方創生汚水処理施設整備推進交付金事業 83,738 33,200 41,094 7,900 - 1,544

災害復旧費 ※農業集落排水施設災害復旧工事 45,940 - - - - 45,940

合　計 129,678 33,200 41,094 7,900 - 47,484

令和元年度から繰越した事業（上水道事業会計） （単位：千円）

費目 事　業　名 繰越額
財　源　内　訳

国庫補助金 損益勘定
保留資金

資本的支出 四辻新田地区
水道整備測量業務委託 16,830 - 16,830

事故繰越しにより繰越した事業（一般会計） （単位：千円）

費目 事　業　名 繰越額
財　源　内　訳

既収入
特定財源

未収入
特定財源 一般財源

農業水産費 震災対策農業水利施設
整備事業 5,645 - 5,465 180

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
収
入

が
減
少
し
た
被
保
険
者
等
に

対
す
る
令
和
元
年
度
、
令
和

２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
、
ま
た
は
減
免
す
る

も
の
。

　

医
療
分
基
礎
課
税
額
及
び

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
課
税

額
、
介
護
分
の
介
護
納
付
金

課
税
額
の
按
分
率
を
改
正
す

る
も
の
。

　

令
和
２
年
度
は
、
繰
越
金

８
９
２
７
万
円
を
充
当
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
被
保

険
者
等
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
に
関

す
る
条
例
の
制
定

国
保
税
を
算
定
し
た
結
果
に

基
づ
き
、
歳
入
歳
出
３
１
３

万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７

億
３
７
８
９
万
円
に
す
る
も

の
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
厳
し
い
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
令
和
２
年

６
月
期
末
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ

50
％
、
30
％
、
20
％
削
減
す

る
も
の
。

玉
川
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

村
長
等
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

（配水予定地の変更、調査地点の検討に時間を要し、また新型コロナウイルス感染拡大を考慮し工期を延長した。）

※令和元年台風19号復旧関連事業

（調査予定の三ツ池が令和元年台風19号により決壊したことにより、調査の可否の判断、他の調査箇所に振替える変更
手続きが遅延し、年度内の事業完了が困難になった。）

小
林
議
員　
減
額
さ
れ
る

金
額
の
合
計
は
。

総
務
課
長　
１
０
５
万
円

小
林
議
員　
そ
の
分
は
ど

う
使
う
の
か
。

総
務
課
長　
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
に
か
か
る
玉
川
村

の
実
施
計
画
の
一
般
財
源
に

活
用
さ
れ
る
。

［
質
　
疑
］

（8）令和２年７月９日 議 会 だ よ り



契
約
を
締
結　
契
約
金
額
２

億
８
８
２
０
万
円　
相
手
方

荒
牧
建
設
株
式
会
社

須
藤
議
員　
村
内
の
業
者

が
下
請
け
と
し
て
入
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
村
と
し
て
も

で
き
る
部
分
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。須

藤
議
員　
要
望
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長　
要
望
し
て
い

き
た
い
。

小
林
議
員　
東
側
崖
補
強

工
事
連
続
繊
維
補
強
土
工
法

＊
１
　
　

の
面
積
は
。

　
令
和
２
年
５
月
26
日
に
仮

旧
四
辻
分
校
観
光
交

流
拠
点
整
備
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

質
疑
の
あ
っ
た
議
案

に
つ
い
て

［
質
　
疑
］

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
厳
し
い
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
、
議
会
議
員

の
令
和
２
年
６
月
期
末
手
当

を
10
％
削
減
す
る
。

議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

総
務
課
長　
５
１
７
・
７

２
㎡
で
す
。

小
林
議
員　
工
種
が
違
う

工
事
を
、
な
ぜ
一
括
発
注
し

た
の
か
。
分
離
発
注
と
し
て

村
内
業
者
へ
の
発
注
の
機
会

を
与
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

総
務
課
長　
の
り
面
保
護

工
事
に
つ
い
て
、
分
離
発
注

す
る
と
工
事
管
理
上
、
管
理

が
行
き
届
か
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
一
括
発
注
と
し
た
。

　

外
構
工
事
は
、
校
庭
部
分

で
、
村
内
業
者
へ
の
発
注
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
林
議
員　
予
定
価
格
の

公
表
は
で
き
る
か
。

総
務
課
長　
税
抜
き
で
２

億
６
２
３
９
万
円
で
す
。

（
＊
１
）
連
続
繊
維
補
強
土

工
…
耐
候
性
や
耐
久
性
に

優
れ
た
長
繊
維
を
、
植
栽

基
盤
中
に
混
入
さ
せ
、
の

り
面
保
護
を
行
う
工
法
の

こ
と
で
す
。

◆
反
対
意
見

石
井
議
員　
計
画
に
ま

だ
ま
だ
不
明
な
点
が
多

く
、
今
後
の
社
会
状
況
を

考
慮
す
る
と
無
駄
な
事
業

と
考
え
る
。

◆
賛
成
意
見

大
和
田
議
員　

村
の
人
口

増
加
の
た
め
交
流
を
通
し
て

定
住
さ
せ
よ
う
と
計
画
し
た

事
業
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る

の
で
賛
成
す
る
。

討

論

（9） 令和２年７月９日議 会 だ よ り

各
条
例
の
一
部
改
正
、
農
業
委
員
の
人
事
案
件
、
及
び
旧
四
辻
分
校

観
光
交
流
拠
点
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決



郡
山
市
と
玉
川
村
と
の

連
携
中
枢
都
市
圏
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
一

部
変
更
に
関
す
る
協
議

玉
川
村
地
方
活
力
向

上
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免

除
及
び
不
均
一
課
税

に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

令
和
元
年
台
風
第
19
号

に
よ
る
被
災
者
に
対
す

る
村
民
税
、
固
定
資
産

税
及
び
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

災
害
発
生
時
に
お
け
る
自
治
体

の
連
携
強
化
の
た
め

大
和
田
議
員　
今
ま
で
事
務
担

当
者
と
の
協
議
は
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　
平
成
31
年
１
月

23
日
連
携
協
約
締
結
後
、観
光
、

移
住
・
定
住
、
高
度
医
療
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。

　

地
域
再
生
法
の
規
定
に
基

づ
く
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
の
施
行
に
伴
う
改
正

塩
澤
議
員　
玉
川
村
地
方

活
力
向
上
地
域
の
地
域
と
は

ど
こ
か
。

税
務
課
長　
村
全
地
域
と

さ
れ
て
い
る
。

　

台
風
第
19
号
に
よ
る
被
災

者
に
対
す
る
令
和
２
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
を

減
免
す
る
改
正

林
議
員
　

正
式
名
称
は
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は

な
い
か
。

税
務
課
長　
県
の
通
知
が

令
和
元
年
台
風
19
号
と
な
っ

て
い
る
の
で
統
一
し
た
。

［
質
　
疑
］

［
質
　
疑
］

６
月
定
例
会
の　

議
案
審
議
の
内
容

［
質
　
疑
］

大寺城跡公園のアジサイ

　コロナウイルス感染拡大防止による休校期間は、授業日数にし
て17日間となりました。
　今後の対応について６月５日開催の議員打合せ会で教育委員会
より説明がありました。
　その概要については次のとおりです。
１  夏休み期間
　　・８月１日（土）～19日（水）まで（授業日を10日間確保）
　２  教育課程の見直し

　・行事の見直し（行事の一本化等）。
　・各教科の単元配当時数の見直し。

３  学期制について
　・小学校　国語、社会、算数、理科の４教科は、各学期で評価

音楽、図工、家庭、体育等技能教科は、１、２学
期を合わせて２学期に評価

　・中学校　国語、社会、数学、理科、英語は各学期で評価
　　　　　　技能教科は、前期、後期で評価

４  プール授業
　　・７月の授業日まで実施。
　　・夏休み期間のプールの開放はしない。

（10）令和２年７月９日 議 会 だ よ り

農業委員会委員の任命の同意

コロナウイルス感染症に伴う小中学校の今後の対応

　次の 14 名の方を農業委員として任
命するため、議会の同意を求めるもの。

□ 小　針　金　之  氏（川辺）　
□ 真　弓　泰　行  氏（蒜生）
□ 須　藤　安　昭  氏（小高）　
□ 小　針　保　敏  氏（中）
□ 高　林　きくみ  氏（中）　　
□ 倉　鎌　利　治  氏（岩法寺）
□ 仁井田　　　健  氏（竜崎）　
□ 八　木　喜　孝  氏（南須釜）
□ 鈴　木　正　志  氏（須賀川市）
□ 吉　村　明　美  氏（南須釜）
□ 鈴　木　正　浩  氏（北須釜）
□ 有　賀　　　昇  氏（吉）
□ 石　森　博　信  氏（山小屋）
□ 渡　邊　利　秋  氏（四辻新田）

審査の結果、全会一致で同意しました。



（11） 令和２年７月９日議 会 だ よ り

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　６月定例会の傍聴人数３人（2020年累計傍聴人数14人）

審議議案と各議員の賛否　　○は賛成、×は反対、提は提出者、欠は欠席　須藤議長は採決に加わらないため空欄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で賛成の場合は個別の賛否は省略します。

議案番号 議　案　名 採決
須
藤
安
林
小

針

石

井

渡

邊

小

林

大
和
田

飯

島

西

川

三

瓶

塩

澤

須
藤
利

報告第１号 繰越明許費について（令和元年度玉川村一般会計） － ７ページに記載

報告第２号 事故繰越しについて － ８ページに記載

報告第３号 繰越明許費について ( 令和元年度玉川村農業集落排水事業
特別会計 ) － 　　　〃

報告第４号 令和元年度玉川村上水道事業会計予算繰越計算書について － 　　　〃

議案第 36 号 新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被
保険者等に係る国民健康保険税の減免に関する条例制定 可決 　　　〃

議案第 37 号 玉川村固定資産評価審査委員会条例の一部改正 可決 行政手続等における情報通信の技術の利用
に関する法律の一部改正に伴う改正

議案第 38 号 玉川村税条例等の一部改正 可決 地方税法等の一部を改正する法律の施行に
伴う改正

議案第 39 号 玉川村地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及
び不均一課税に関する条例の一部改正 可決 10 ページに記載

議案第 40 号 令和元年台風第 19 号による被災者に対する村民税、固定
資産税及び国民健康保険税の減免に関する条例の一部改正 可決 台風第 19 号による被災者に対する令和２年

度の国民健康保険税の一部を減免する改正

議案第 41 号 玉川村国民健康保険条例の一部改正 可決
新型コロナウイルス感染症に感染し療養し
た被保険者に、傷病手当金を支給するため
の改正

議案第 42 号 玉川村国民健康保険税条例の一部改正 可決 ８ページに記載

議案第 43 号 玉川村介護保険条例の一部改正 可決 介護保険法施行令第３８条及び第３９条の
改正に伴う保険料率の一部改正

議案第 44 号 玉川村後期高齢者医療に関する条例の一部改正 可決 福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者
に関する条例の一部改正に伴う改正

議案第 45 号 令和２年度玉川村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ８ページに記載

議案第 46 号 旧四辻分校観光交流拠点整備工事請負契約の締結 可決 ○ × ○ × × ○ ○ ○ × × ○

議案第 47 号 郡山市と玉川村との連携中枢都市圏形成に係る連携協約の
一部変更に関する協議 可決 10 ページに記載

議案第 48 号
～議案 61 号 農業委員会の委員の任命同意 同意 　　　〃

議案第 62 号 村長等の給与に関する条例の一部改正 可決 ８ページに記載

発議第２号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
の一部改正 可決 ９ページに記載

次回の定例会は９月中旬を予定

玉川村議会 ６月定例会



◇  石井　清勝　議員・・・・・Ｐ１３
　（１）福島民友新聞、市町村アンケートについて
　（２）旧四辻分校観光交流拠点整備工事について

◇  小針竹千代　議員・・・・・Ｐ１４
　（１）コロナ問題について
　（２）旧須釜中の跡地利用について

◇  須藤　安昭　議員・・・・・Ｐ１５
　（１）旧四辻分校整備計画について

◇  林　芳子　議員 ・・・・・・Ｐ１６
　（１）旧四辻分校を改修し、観光交流する施設を整備する計画

について
　（２）台風19号による災害を含む、玉川村の防災への取り組み

について

◇  大和田　宏　議員・・・・・Ｐ１７
　（１）玉川村営農推進協議会の役割と農業の振興について

村政 ここがききたい

５人の議員が質問

村の答えは？

　一般質問：議員が村長などの執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針な
どについて説明、報告を求めること。
　住民を代表しての発言の場であり、大事な議員活動の場でもあります。

（12）令和２年７月９日 議 会 だ よ り



ち
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
回
答
な
し
で
は
村
民

が
不
安
に
感
じ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答　
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
注
意
し
漏
れ
な
く
提
出
し

て
い
き
た
い
。

石
い し い

井  清
きよかつ

勝 議員

問　
４
月
12
日
の
民
友
新

聞
掲
載
の
令
和
元
年
台
風
19

号
か
ら
半
年
。
ア
ン
ケ
ー
ト

中
で
、
災
害
対
応
へ
の
課
題

に
対
し
、
本
村
の
み
記
載
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
。

答　
一
部
記
入
が
漏
れ
た

が
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
の
連
携
、
被
災
者

の
支
援
等
ま
た
は
復
旧
復
興

に
向
け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

Ｑ市町村
　アンケート
Ａ一部の記入が
　漏れた

問　
旧
四
辻
分
校
観
光
交

流
整
備
工
事
の
入
札
が
不
調

の
訳
と
、
今
後
の
対
応
つ
い

て
伺
う
。

答　
１
回
目
の
入
札
２
社

が
辞
退
し
不
調
と
な
り
、
２

回
目
も
８
社
が
辞
退
し
た
た

め
随
意
契
約
と
な
り
、
荒
牧

建
設
株
式
会
社
に
な
っ
た
。

問　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　
令
和
２
年
度
内
の
完
成
。

随
時
、状
況
を
確
認
し
、し
っ

か
り
管
理
を
行
な
い
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ入札の不調は
Ａ辞退が多く
　１社に

入
札
者
ま
た
は
、
再
度
の

入
札
に
付
し
落
札
者
が
な

い
場
合
に
特
定
の
相
手
と

契
約
す
る
契
約
で
す
。

随
意
契
約
と
は

（13） 令和２年７月９日議 会 だ よ り

台風19号で水没した農地

復旧工事着工 現在は整地された農地

一
般
質
問



し
て
、
感
染
拡
大
防
止
対
策

事
業
、
経
営
支
援
事
業
、
商

店
活
性
化
・
住
民
生
活
応

援
事
業
な
ど
、
商
工
会
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。
国
の
２
次
補
正
に
お
け

る
対
象
事
業
等
を
速
や
か
に

把
握
し
、全
力
で
支
援
す
る
。

問　
今
後
の
玉
川
村
税
収

の
減
少
予
測
及
び
対
策
は
。

答　
各
税
の
減
免
な
ど
に

よ
り
前
年
度
を
更
に
上
回
る

厳
し
い
状
況
が
み
こ
ま
れ

る
。
地
方
税
の
徴
税
猶
予
な

ど
に
よ
る
減
収
補
填
債
の
発

行
を
始
め
、
国
・
県
等
の
減

収
に
対
す
る
支
援
等
に
よ
り

適
切
に
対
応
す
る
。

問　
学
校
授
業
の
遅
れ
の

対
応
は
。

答　
夏
休
み
期
間
の
短
縮
。

夏
休
み
は
19
日
間
。
行
事
の

見
直
し
、
中
体
連
総
合
大
会

中
止
な
ど
、
で
き
る
だ
け
授

業
時
数
の
確
保
を
す
る
。

問　
旅
行
関
係
の
行
事
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　
修
学
旅
行
、
及
び
国

内
研
修
は
実
施
予
定
。

問　
部
活
動
の
開
始
は
。

答　
６
月
８
日
よ
り
開
始

し
て
い
る
。

問　
村
内
事
業
者
や
商
店
、

個
人
経
営
者
に
対
す
る
支
援

は
。

答　
本
村
の
独
自
事
業
と

手洗いの徹底を呼び掛ける

利活用が待たれる旧須釜中学校

問　
６
月
以
降
の
事
業
や
、

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
か
実
施
か

は
、
ど
こ
ま
で
決
め
て
い
る

の
か
。

答　
い
つ
か
ら
開
催
で
き

る
か
等
の
判
断
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
。現
在
の
と
こ
ろ
、

夏
祭
り
は
中
止
、
敬
老
会
は

検
討
中
。 Ｑコロナ問題対策は

Ａ国、県の支援を
　受け対応

Ｑ旧須釜中の利用は
Ａ住民の理解が得ら

れる活用

小
こ ば り

針竹
たけ

千
ち よ

代 議員

一
般
質
問

問　
旧
須
釜
中
学
校
有
効

利
活
用
庁
内
検
討
委
員
会
の

現
在
ま
で
の
経
過
は
。

答　
利
活
用
方
針
、
活
用

に
係
る
基
準
を
定
め
た
と
こ

ろ
。

問　
役
場
機
能
を
旧
須
釜

中
に
移
転
す
る
考
え
は
。

答　
検
討
委
員
会
で
は
そ

の
話
は
出
て
い
な
い
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
造
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
石
川
福
祉
会
で
は
そ

の
考
え
は
な
い
。

問　
南
東
北
病
院
や
須
賀

川
病
院
な
ど
に
打
診
は
し
て

み
た
か
。

答　
し
て
い
な
い
。
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須
す

藤
どう

  安
やすあき

昭 議員

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
い
か
に
し
て
玉
川

村
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
。
そ

の
方
策
と
し
て
旧
四
辻
分
校

の
整
備
計
画
は
、
村
長
に
し

か
で
き
な
い
大
英
断
で
あ
る

と
思
う
。

Ｑ旧四辻分校整備計画
の全体像は

Ａ移住・定住を促進
　する

ワークショップのようす

　
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ

ず
に
、
建
物
や
設
備
だ
け
が

残
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
無

い
よ
う
、
７
項
目
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

問　
事
業
の
目
的
、
内
容
、

施
設
は
何
か
。

答　
玉
川
村
に
来
て
い
た

だ
き
、
良
さ
、
美
し
さ
を
直

接
感
じ
知
っ
て
も
ら
い
、
移

住
・
定
住
を
促
進
し
、
人
口

減
少
対
策
に
つ
な
げ
る
。

　

宿
泊
施
設
と
し
て
５
部
屋

宿
泊
者
20
名
、カ
フ
ェ
、キ
ャ

ン
プ
場
等
の
ア

ウ
ト
ド
ア
施
設
。

問　
事
業
費
の

総
額
は
。

答　
設
計
、
事

業
費
の
み
で
４

億
５
０
０
万
円

に
な
る
。

問　
施
設
の
運

営
、
経
営
は
誰

が
行
う
の
か
。

答　
指
定
管
理

者
制
度
を
考
慮

し
、
一
般
公
募

す
る
。

問　
顧
客
は
ど
の
く
ら
い

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

答　
年
間
の
宿
泊
客
数
は

３
０
２
０
人
。飲
食
客
数
は
、

１
万
３
０
０
人
を
見
込
む
。

問　
今
後
の
運
営
、
経
営

に
対
し
、村
か
ら
の
支
出
は
。

答　
業
務
委
託
料
、
設
備

備
品
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

が
発
生
す
る
。

問　
工
事
着
工
と
竣
工
の

予
定
は
い
つ
か
。

答　
予
定
と
し
て
工
事
着

工
は
令
和
２
年
６
月
12
日
、

竣
工
は
令
和
３
年
３
月
25

日
。

問　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

メ
ン
バ
ー
、回
数
、内
容
は
。

答　
６
回
開
催
。
延
べ
１

１
６
名
。
内
訳
は
村
民
約
７

割
、
他
は
関
係
者
。
テ
ー
マ

は
、「
四
辻
か
ら
は
じ
ま
る
！

た
ま
か
わ
」

問　
現
在
進
行
中
の
賑
わ

い
創
出
事
業
①
創
業
マ
ル

シ
ェ
事
業
②
加
工
施
設
事
業

③
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
④
ト

レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
事
業
の
そ

旧四辻分校の保存・活用AcTioN H-1

シェアビレッジの推進action s-1

地域の観光資源化action s-2

地場産品の販売促進action s-3

民泊の促進action s-4

運営組織の立ち上げaction s-5

地域のブランディング・PRaction s-6

泊まれる環境づくりAcTioN H-2

自然を感じ、
遊び・学べる

着地型観光地づくり

ハードのアクションプラン①地域の文化や暮らし
の記憶を継承する！

②美しく豊かな風景を
守る！

③体験型ビジネスの拠
点を発見・創出する！

④着地型観光の拠点を
つなぐ！

⑤たまかわの「わ」を育
てる！

⑥モノとコトを発信する

ソフトのアクションプラン

れ
ぞ
れ
の
計
画
と
実
態
の
隔

た
り
を
冷
静
に
検
証
す
る
こ

と
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
と
い

う
こ
と
が
こ
の
計
画
の
成
功

の
鍵
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は

翌
年
度
９
月
定
例
会
で
報
告

す
る
。
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面
積
、
実
測
面
積
）
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
建
物
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
係
る
坪
単
価
は
い

く
ら
か
。

答　
計
画
面
積
は
９
８
０
０

㎡
、
公
簿
面
積
９
８
７
７
．
２

㎡
、
実
測
面
積
９
８
８
１
．
55

㎡
、
坪
単
価
は
１
２
４
万
円
。

問　
国
土
利
用
計
画
法
の
届

け
は
大
丈
夫
か
。

答　
無
指
定
地
区
で
１
万
㎡

未
満
で
あ
る
の
で
届
け
は
い
ら

な
い
。

問　
こ
の
事
業
の
今
後
の
経

営
主
体
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
後
、

行
政
財
産
に
変
更
し
、
公
の
施

設
に
指
定
す
る
。
村
の
財
産
と

し
、
宿
泊
施
設
や
カ
フ
ェ
な
ど

計
で
あ
る
。

問　
建
物
の
種
類
は
何
に
な

る
の
か
。

答　
簡
易
宿
泊
所
。

問　
取
水
に
つ
い
て
。

答　
現
在
の
水
は
、
崖
上
に

あ
る
毎
分
０
・
８
リ
ッ
ト
ル
の

湧
水
で
あ
る
。

問　
水
は
足
り
る
の
か
。

答　
２
０
２
４
年
ま
で
は
、

受
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
、
近
く

の
地
区
か
ら
給
水
車
で
運
び
確

保
す
る
。

問　
排
水
に
つ
い
て
。

答　
県
道
に
30
セ
ン
チ
の
側

溝
が
あ
る
が
、
側
溝
ま
で
は
草

が
生
え
て
い
る
の
で
地
下
浸
透

し
て
い
る
が
、
排
水
は
現
在
の

県
道
側
溝
も
利
用
す
る
。

問　
校
舎
裏
の
崖
に
つ
い
て

ど
う
す
る
の
か
。

答　
崖
か
ら
建
物
ま
で
狭
い

と
こ
ろ
で
６
・
２
メ
ー
ト
ル
、

傾
斜
角
度
は
法
定
で
定
め
ら
れ

て
い
る
安
定
勾
配
の
35
度
以
内

を
確
保
し
て
い
る
。
補
強
工
事

は
長
繊
維
混
入
植
生
基
材
吹
付

工
事
と
す
る
。

問　
計
画
全
体
面
積
（
公
簿

改修工事を待つ旧四辻分校

昨年の水害による水没のようす

問　
県
中
建
設
事
務
所
と
の

打
合
わ
せ
か
ら
、
確
認
申
請
が

お
り
る
ま
で
の
経
緯
は
。

答　
県
中
建
設
事
務
所
石
川

土
木
事
務
所
と
計
４
回
協
議

し
、
諸
条
件
に
は
問
題
が
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

問　
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
条
例
に
該
当
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
。

答　
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
設

Ｑ観光交流施設
の整備計画は

Ａ指定管理者制
度を視野に

Ｑ災害への村の
取り組みは

Ａ防災マップの
活用

林
はやし

　芳
よ し こ

子 議員

一
般
質
問

を
含
め
た
全
体
の
運
営
や
経
営

を
担
う
事
業
者
は
、
指
定
管
理

者
制
度
を
視
野
に
入
れ
た
一
般

公
募
の
契
約
を
す
る
。

問　
指
定
管
理
者
制
度
を

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の

か
。答　

こ
の
制
度
は
平
成
15
年

に
で
き
た
新
し
い
制
度
な
の
で

ま
だ
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
。

玉
川
村
が
初
め
て
だ
と
思
う
。

問　
現
在
村
が
所
持
し
て
い

る
災
害
時
の
備
蓄
品
の
種
類

と
、
ど
こ
に
保
管
し
て
い
る
か
。

答　
１
・
５
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
20
数
本
、
非
常

食
缶
詰
60
個
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

５
枚
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
20
数
枚
。

高
圧
洗
浄
機
、
蓄
電
池
。
保
管

は
５
月
か
ら
旧
須
釜
中
学
校
に

集
約
し
た
。

問　
防
災
倉
庫
の
整
備
に
つ

い
て
。

答　
整
備
す
る
の
に
費
用
と

用
地
の
確
保
の
問
題
が
あ
る
の

で
、
現
在
あ
る
施
設
の
活
用
を

含
め
検
討
し
、
旧
須
釜
中
学
校

の
一
角
を
活
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

問　
今
回
の
災
害
で
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
は
生
か
さ
れ
た

か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

答　
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

活
用
と
、
消
防
団
員
の
懸
命
な

呼
び
か
け
が
人
的
被
害
を
防
い

だ
と
考
え
る
。
５
月
に
新
し

い
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
し
た
の

で
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
。
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指導員の巡回指導

大
おお

和
わ だ

田 宏
ひろし

 議員

答　
４
経
営
体
６
名
で
、

20
代
か
ら
40
代
の
方
の
就
農

と
な
っ
て
い
る
。

問　
経
営
体
の
栽
培
品
目

は
何
か
。

答問　
新
規
就
農
者
に
対
す

る
支
援
・
指
導
は
。

答　
技
術
主
幹
、
専
門
員

の
２
名
が
直
接
訪
問
し
、
営

農
状
況
等
を
聞
い
て
技
術
指

導
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
っ

て
い
る
。

 
ま
た
、
将
来
の
担
い
手
と

な
る
若
手
農
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、「
若
手
農
業
者
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
会
議
」
の
立

ち
上
げ
を
進
め
て
い
る
。

問　
台
風
19
号
に
よ
り
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
農
家
に
対

す
る
指
導
は
。　
　

答　
農
地
の
土
壌
の
状
況

確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

定
植
後
の
生
育
状
況
を
確
認

し
、
支
援
し
て
い
く
。

問　
今
後
、
ど
う
農
業
の

振
興
を
図
る
か
。　
　
　

答　
技
術
支
援
に
加
え
、

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
」
の
取
得

を
進
め
、
先
進
技
術
等
の
導

入
支
援
を
行
い
、高
品
質
化・

収
益
性
向
上
・
労
力
低
減
等

を
実
現
し
、
魅
力
あ
る
農
業

に
し
て
い
き
た
い
。

問　
２
人
の
指
導
員
が
役

場
と
Ｊ
Ａ
に
い
る
が
、
そ
の

狙
い
は
。　
　
　
　

答　
農
業
者
と
窓
口
で
対

応
、
相
談
機
能
が
十
分
果
た

せ
る
。

問　
指
導
員
用
の
車
が
一

台
で
、
巡
回
指
導
に
出
か
け

る
の
に
支
障
が
あ
る
の
で

は
。
個
人
車
の
借
上
げ
を
含

め
て
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
。

答　
今
後
支
障
の
な
い
よ

う
検
討
す
る
。

問　
玉
川
村
営
農
推
進
協

議
会
の
役
割
は
。

答　
農
業
の
振
興
と
農
業

者
の
安
定
経
営
の
確
立
を
目

的
に
設
立
し
た
。
２
名
の

指
導
員
を
配
置
し
、
巡
回
指

導
を
行
い
、
農
作
物
の
病
気

等
の
対
応
や
技
術
指
導
な
ど

で
、
技
術
面
か
ら
農
業
の
振

興
を
支
援
し
て
い
る
。

問　
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　
農
産
物
の
安
全
や
栽

培
の
環
境
保
全
、
労
働
者
の

安
全
な
ど
の
確
保
、
市
場
で

の
競
争
力
へ
の
対
応
。　

問　
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」
の
取

得
状
況
と
今
後
の
支
援
は
。

答　
取
得
者
は
い
な
い
。

認
定
農
業
者
を
中
心
に
支
援

し
て
い
く
。

問　
新
規
就
農
者
の
現
状

は
。

FGAP　で育む
農業の未来

FGAP　の
実践

＊2

＊2

点
検
項
目

の
策
定

点 

検

作
業
の

実
施
と
記
録

改 

善
取組

サイクル

（
＊
２
）
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
…

農
林
水
産
省
ガ
イ
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一
般
質
問

Ｑ営農推進協議会の
　役割と農業の振興は
Ａ技術指導や情報の
　提供

①トマト

②トマト+ニラ

③きゅうり+水稲

④きゅうり+トマト



5月29日開催の議会運営委員会

議会運営委員会

委員会活動

総務産業建設常任委員会・文教厚生常任委員会

　６月定例会開催に先立ち、5月29
日に議会運営委員会が開催され、
会期、日程等が協議され、執行部
から議案の説明を受けました。
　この委員会は、定例会や臨時会
の運営（会期、会期日程、各議
案、請願等の取扱い、一般質問等
の取扱い）に関する事項の調査、
審査を行います。

　総務産業建設常任委員会は、総務課、税務課、地域整備
課、産業振興課、会計室、選管、監査委員、農業委員会。
　文教厚生常任委員会は教育委員会、住民課、健康福祉
課に関する事務を所管します。
　主な活動として、請願・陳情が委員会に付託される
と、その処理を行います。また、調査研究のため視察研
修を行います。
　今回は任期最初の委員会であるため、６月定例会会期
中に開催され、議席の指定と活動計画についての協議が
行われました。

全員協議会

議員打合せ

　全員協議会は、村政全般に関わる事項や、議会の運営に関する事項などを協議するため、全議
員で行う会議です。これは、法律で定められた正規の会議ではありませんが、村から重要施策の
説明を受けたり、議員の意見統一を図る場合など、必要に応じて開催されています。
　ただし、全員協議会は、あくまでも複雑な内容の議案などについて、あらかじめ補足的な説明
を受けるための会議です。したがって、議案の「事前審議」にならないように注意が必要とされ
ています。

　　　　　例えばこんな時に開催します。
　　　　　　○ 新しい条例の制定や、大幅な条例改正をするとき。
　　　　　　○ 村の重要施策を定めるとき。
　　　　　　○ 議会の運営方法の決定など、全議員の意見の統一が必要なとき。

　今回は、議員発議による条例の一部改正についての協議が行われました。

　全員協議会よりも簡易な内容の協議をする場合に行われます。
　そのため議事録は作成されません。

　今回は、コロナウイルス感染拡大に伴う今後の小中学校の対応と、大規模プロジェクトの事業
計画の進捗状況等の説明を受けました。（＊Ｐ10に関連）

（18）令和２年７月９日 議 会 だ よ り



須賀川地方広域消防組合議会

令和２年２月定例会／令和２年２月19日開催　
・須賀川地方広域消防組合職員の給料表の改定や勤勉手当の支給割合の引き上げなど
を内容とする条例改正

・一般職の非常勤職員である会計年度任用職員の任用等に関する制度が令和２年４月
１日に施行されることに伴い、本組合の関連する４つの条例について所要の改正

令和元年一般会計補正予算（第３号）
・歳入歳出予算の総額から5,738万円を減額し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ26億2,872万
　円とする。
令和２年一般会計予算
・歳入歳出それぞれ21億5,800万円とする。

村の負担金：1億2,694万円1 １名出席（西川良英議員）

公立岩瀬病院企業団議会

須賀川地方広域消防組合議会　公立岩瀬病院企業団議会
石川地方生活環境施設組合議会　定例会・臨時会レポート
須賀川地方広域消防組合議会　公立岩瀬病院企業団議会
石川地方生活環境施設組合議会　定例会・臨時会レポート

令和２年３月定例会／令和２年3月26日開催　　　　　
　・令和元年度企業団病院事業会計補正予算（第２号）
　　　　　（事業補助金493万円、企業債△493万円）
　・企業長の給与を令和２年度も10％減額する。（継続）
　・令和２年度企業団病院事業会計予算
　　　　　（収入67億6,520万円、支出67億6,486万円）

当村議会から各議会の定例会等へ出席しています。
その概要について、お知らせします。

村の負担金：934万円2 １名出席（大和田  宏議員）

石川地方生活環境施設組合議会

令和２年第２回臨時会／令和２年５月27日開催　　　　　　
　・議席の指定、議会運営委員会委員の選任
　　　　　　（玉川村議会議員から林　芳子議員選任）
　・監査委員の選任（古殿町議会議員：佐川勇司議員）

村の負担金：4億2,873万円3
3名出席（小針竹千代議員、
林 芳子議員、須藤安昭議員）

（19） 令和２年７月９日議 会 だ よ り
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村民の声
（20）令和２年７月９日 議 会 だ よ り

　議会だよりも最近は少し目を通しています
が、日頃議会活動に接することがないので「議
会だより」の役割は大きいと思います。
　玉川中学校となり生徒数が増えた為、部活
動の練習のスペースが十分確保できていない
ようなので現状をご覧いただき、熱中症対策
も踏まえてご検討願います。

　新型コロナウイルス感染症防止のため、子
供達の学業の遅れを心配しています。今後の
教育方針について検討して頂き、生徒に寄り
添った指導をお願い致します。
　また、色々な事情により登校出来ない子供
達にも目を向けて頂きたいです。
　中学校統合にあたり、御協力頂いた方々あ
りがとうございました。

　議員の皆様には村民の代表として村民の声
を代弁していただきありがとうございます。
　少子化による人口減少をくい止め増加させ
るにはどうすればいいかの政策を打ち出し実
現させ活気のある、住みたくなる玉川村にし
て欲しいと願います。

　近隣の市や町に見られるメガステージの様
な集合商業施設を誘致して欲しい。
　その為に玉川村に住みたい、移住したいと
思う環境を整え人口増加する政策を取って欲
しい。また、玉川村にこれが欲しい、と言っ
たアンケートなどを取って村民の声を聞いて
欲しい。
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◦議会に対して◦議会に対して

今回は、玉川中PTAの副会長が登場します。

◦村に対して◦村に対して

玉川中学校
ＰＴＡ副会長

玉川中学校
ＰＴＡ副会長

県道沿いのタチアオイ（南須釜）

小
こ は ら

原　美
み わ

和さん
　　　（南須釜）

須
す ど う

藤　竹
たけとし

利さん
　　　　（川辺）


